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第１期中期目標期間に係る業務の実績に関する評価結果

国立大学法人滋賀医科大学

１ 全体評価

滋賀医科大学は、滋賀県の地域の特徴を考慮しつつ、独自の新しい医学・看護学の教

育・研究を推進するとともに、その成果を国内はもとより世界に発信し、医学・看護学

の発展に貢献すること及び高度な医療を提供することにより、人々の福祉の向上に寄与

することを目標としている。こうした目標の下、役員会主導により課題や対応状況等を

ウェブサイト等を活用して可視化しており、中期目標の達成に向け、関係者が一体とな

って意欲的に取り組んでいる。

中期目標期間の業務実績の状況は、平成 ～ 年度までの評価では 「その他業務運16 19 、

営に関する重要目標」の項目で中期目標の達成状況が「非常に優れている」ほか、それ

20 21以外の項目で中期目標の達成状況が 良好 又は おおむね良好 であったが 平成「 」 「 」 、 、

年度の状況を踏まえた結果 「業務運営の改善及び効率化に関する目標」及び「その他業、

務運営に関する重要目標」の項目で中期目標の達成状況が「非常に優れている」ほか、

それ以外の項目で中期目標の達成状況が「良好」又は「おおむね良好」である。業務実

績のうち、主な特記事項は以下のとおりである。

教育については 「地域『里親』による学生支援プログラム」において、入学初年より、

卒業生や地域の方々が学生の成長を支援する里親バンクを設立し、卒業生と地域が一体

となって学生を支援する体制を整備している。

研究については、教育活動、研究活動、運営・社会連携活動をポイント制で評価する

システムを確立し、各講座の業績に対する客観的評価基準を策定して、その評点に応じ

て基盤教育研究経費を傾斜配分するなど、着実に取り組んでいる。

社会連携については、生涯学習支援室を設置し、公開講座等のテーマに合った対象者

へ案内を送付し、積極的な広報活動を行ったことで新聞等における公開講座関連記事が

大幅に増加するなど、成果を上げている。

業務運営については、教職員の人事評価を本格実施し、評価結果を平成 年６月から21
処遇に反映しており、評価できる。また、大学を支える人材を育むための宿泊研修を実

施し、学長、役員及び教職員が参加し、それぞれの役割を共有し、教職員一丸となり課

題に挑戦する土壌を創り出せるよう、講演・グループディスカッション・全体討論等を

行うなどにより、学内相互理解と業務改善、効率化へつなげている。

財務内容については、四半期ごとに教育・研究・診療等についての現状分析及び財務

状況についてチェックし、放射線管理総合システムの更新、一般教養棟及び講義室の環

境整備等、教育・研究・診療等で生じた課題に対して、追加配分を行い迅速な対策を講

じるなど、財務データ分析を期中においても活用している。

その他業務運営については、学内 ( )事業を実施し、エネESCO Energy Service Company
ルギー優秀事例全国大会において 「省エネルギーセンター会長賞」を受賞するなど、省、

、 。エネルギー対策や環境に配慮した取組を継続的に実施し 成果を上げており評価できる
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２ 項目別評価

Ⅰ．教育研究等の質の向上の状況

（Ⅰ）教育に関する目標

１．評価結果及び判断理由

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

判断理由 教育に関する目標 に係る中期目標 ４項目 のうち １項目が 良（ ） 「 」 （ ） 、 「

好 、３項目が「おおむね良好」であり、これらの結果を総合的に判断し」

た。

（参考）

平成 ～ 年度の評価結果は以下のとおりであった。16 19

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 「教育に関する目標」に係る中期目標（４項目）のうち、１項目が「良好 、３項」

目が「おおむね良好」であり、これらの結果を総合的に判断した。

２．各中期目標の達成状況

① 教育の成果に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「教育の成果に関する目標」の下に定16 19
められている具体的な目標（２項目）のすべてが「おおむね良好」であ

ったことから 「中期目標の達成状況がおおむね良好である」であった。、

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、２項目のすべてが「お20 21
おむね良好」とし、これらの結果に加え、学部・研究科等の現況分析に

おける関連項目「学業の成果 「進路・就職の状況」の結果も勘案して、」

総合的に判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

「 、 」○ 中期計画 縦割りの学問的分野の枠を越え 全人的に医療を行うことを理解させる

について、現代的教育ニーズ取組支援プログラム「産学連携によるプライマリ・ケア

医学教育」により地域診療所等のプライマリ・ケア医による卒前医学教育を実施し、

その成果を継承する目的で「診療所実習」を正規科目に取り入れたことは、優れてい

ると判断される。

② 教育内容等に関する目標
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【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「教育内容等に関する目標」の下に定16 19
められている具体的な目標（７項目）のうち、２項目が「良好 、５項目」

が「おおむね良好」であったことから 「中期目標の達成状況がおおむね、

良好である」であった。

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、２項目が「良好 、５20 21 」

項目が「おおむね良好」とし、これらの結果に加え、学部・研究科等の

現況分析における関連項目「教育内容 「教育方法」の結果も勘案して、」

総合的に判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画「入学直後から、継続的に医療の受け手に倫理的配慮ができる能力を養う

ための教育を実施する」について、地域医療等社会的ニーズに対応した質の高い医療

人養成推進プログラム「一般市民参加型全人的医療教育プログラム」により６年間一

貫患者訪問実習及び全学年一般市民参加型面接医療実習等を実施し、その成果を継承

する目的で「全人的医療体験学習」を正規科目に取り入れたことは、優れていると判

断される。

○ 中期計画「生命の尊厳、人体構造及び人体病理の教育のため、解剖センターを活用

する」について、生命の尊厳を見つめ直す倫理教育に取り組むことにより、解剖献体

を通して、解剖センターにおいて学部学生を献体受入れ式に参加させるなど倫理教育

のための取組によって学生に生命の尊厳を見つめ直す機会を積極的に与えていること

は、優れていると判断される。

「 、○ 中期計画で 博士課程ではプログレスレポートの提出とポスター発表会を開催して

研究の進捗状況を把握するとともに、多方面から研究に関する助言が得られるような

体制を確立する」としていることについて、大学院の教育において、最終的な学位審

査に至る前にプログレスレポートの提出やポスター発表会を実施するなど、研究の進

捗状況の把握と全学的な中間評価の体制を確立していることは、優れていると判断さ

れる。

（特色ある点）

○ 中期計画「学位論文審査の方法を検討し、学位論文を審査する教員の数を増やすな

、 」 、 、ど 客観的評価が行われやすい体制を整備する について 学位論文の審査にあたり

主査、副査以外に７名の審査担当者が評点を付けていることは、客観的な審査を行う

体制を整えているという点で、特色ある取組であると判断される。

③ 教育の実施体制等に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「教育の実施体制等に関する目標」の16 19
（ ） 「 」下に定められている具体的な目標 ３項目 のすべてが おおむね良好
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であったことから 「中期目標の達成状況がおおむね良好である」であっ、

た。

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、３項目のすべてが「お20 21
おむね良好」とし、これらの結果に加え、学部・研究科等の現況分析に

おける関連項目「教育の実施体制」の結果も勘案して、総合的に判断し

た。

＜特記すべき点＞

（特色ある点）

○ 中期計画「教員による自己評価、学生による授業評価、第三者による授業評価のシ

ステムを確立する」について、毎年、学生評価、自己評価に加え、他大学の教育学部

教員による授業評価を実施していることは、特色ある取組であると判断される。

④ 学生への支援に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「学生への支援に関する目標」の下に16 19
定められている具体的な目標（２項目）のすべてが「良好」であったこ

とから 「中期目標の達成状況が良好である」であった。、

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、２項目のすべてが「良20 21
好」であることから判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画「入学直後を特に重視した学習相談体制としてのアドバイザー制度や、授

業担当教員とクラス担任による相談・助言体制の機能充実を図る」について、アドバ

イザー制度による学習相談等を実施するとともに、新たな社会的ニーズに対応した学

生支援プログラム「地域『里親』による学生支援プログラム」において、入学初年よ

り卒業生や地域の方々が学生の成長を支援する里親バンクを設立し、卒業生と地域が

一体となって学生を支援する体制を整備していることは、優れていると判断される。

○ 中期計画「学士入学生・編入学生・留学生等に配慮したカリキュラムの提供・相談

指導等の支援体制をさらに充実する」について、大学英文ウェブサイトで豊富な留学

生向け情報を提供するとともに、いつでも対応可能な「国際交流なんでも相談窓口」

を設置していることは、優れていると判断される。

○ 中期計画「健康診断、応急処置、メンタルヘルス活動、健康相談等、学生の健康を

サポートする保健管理センターの機能を充実させる」について、保健管理センターの

常勤医（精神科講師）が、学生全員と面談し、感染症予防、メンタルケア、健康相談

に関して学生一人ひとりの状況を把握するなどきめ細かく取り組んでいることによっ

て、学生からの相談件数が増加するなど、学生支援が実質的に機能していることは、

優れていると判断される。

○ 中期計画「外部から奨学金を得る方策を検討するとともに、民間の協力を仰ぎ、学

30 16生に対する経済的な支援を行う について 開学 周年記念事業の一環として平成」 、
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年度に大学独自及び同窓会の奨学金制度を設立し、毎年 名余の学生を経済的に支援10
していることは、優れていると判断される。

（特色ある点）

○ 中期計画「障害を有する学生を支援する措置として、ハード面ではバリアフリー環

境や補助設備の整備、ソフト面ではボランティアによる等の支援体制を整備する」に

ついて、障害学生支援室を設置しソフト・ハード両面での支援を行うとともに、他大

学と聴覚障害学生に関する情報交換を行ったことは、聴覚障害学生として我が国では

じめて医師国家試験の合格者を出すなどの成果を上げている点で、特色ある取組であ

ると判断される。

（Ⅱ）研究に関する目標

１．評価結果及び判断理由

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 「研究に関する目標」に係る中期目標（２項目）のすべてが「良好」

であることから判断した。

（参考）

平成 ～ 年度の評価結果は以下のとおりであった。16 19

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 「研究に関する目標」に係る中期目標（２項目）のすべてが「良好」であること

から判断した。

２．各中期目標の達成状況

① 研究水準及び研究の成果等に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「研究水準及び研究の成果等に関する16 19
」 （ ） 「 」目標 の下に定められている具体的な目標 ２項目 のすべてが 良好

であったことから 「中期目標の達成状況が良好である」であった。、

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、２項目のすべてが「良20 21
好」とし、これらの結果に加え、学部・研究科等の現況分析における関

連項目「研究活動の状況 「研究成果の状況」の結果も勘案して、総合的」

に判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画「産学官の連携を促進し、研究成果の社会への還元を図る」について、産

学連携機構の発足 「バイオメディカル・イノベーションセンター」の開設、コーディ、
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ネーターの配置等の産学連携の促進により、各種支援事業に採択され、外部資金獲得

額が平成 年度と比較して 倍に増加していることは、優れていると判断される。16 1.3
○ 中期計画「医学・看護学研究上の成果を直ちに地域に普及させる広報活動のための

体制を整える」について、広報委員会を活性化し、広報活動を積極的に行ったことに

より、研究に関する情報公開が実質的に機能し、研究関連新聞掲載数が平成 年度と16
比較して 倍に増加するなど、研究成果を地域に普及させる体制を整えたことは、3.3
優れていると判断される。

② 研究実施体制等の整備に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（ ） 「 」判断理由 平成 ～ 年度の評価結果は 研究実施体制等の整備に関する目標16 19
の下に定められている具体的な目標（３項目）のうち、１項目が「非常

に優れている 、１項目が「良好 、１項目が「おおむね良好」であった」 」

ことから 「中期目標の達成状況が良好である」であった。、

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、１項目が「非常に優れ20 21
ている 、１項目が「良好 、１項目が「おおむね良好」とし、これらの」 」

結果を総合的に判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画「教育、研究、社会との連携、大学運営への貢献度を適切に評価するシス

テムを確立し、評価に応じた配分を行う」について、教育活動、研究活動、運営・社

会連携活動をポイント制で評価するシステムが確立され、各講座の業績に対する客観

、 、的評価基準を策定し その評点に応じて基盤教育研究経費を傾斜配分していることは

優れていると判断される。

○ 中期計画「生命科学や動物実験の倫理に関する委員会の活動を充実し、動物実験の

ライセンス制度の導入を検討する」について、市民を加えた動物実験倫理委員会を発

足させ、実習や資格試験を義務づける動物実験ライセンス制度を導入したことなど、

生命科学や動物実験の倫理を考慮した環境整備を行っていることは、優れていると判

断される。

○ 中期計画「産学連携に関するホームページから、共同研究の公募などの情報発信を

行う」について、大学ウェブサイトに産学連携の欄を設け、そこで研究情報データベ

ースや研究シーズを公開し、滋賀県が運営する産学連携に関するデータベースに連携

、 、 、 、させ 情報発信機能を向上させたこと また 寄附の受入れについての情報を掲載し

奨学寄附金を積極的に募集していることは、優れていると判断される。

（Ⅲ）その他の目標

（１）社会との連携、国際交流等に関する目標
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１．評価結果及び判断理由

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（ ） 「 、 」 （ ）判断理由 社会との連携 国際交流等に関する目標 に係る中期目標 １項目

が「良好」であることから判断した。

（参考）

平成 ～ 年度の評価結果は以下のとおりであった。16 19

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 「社会との連携、国際交流等に関する目標」に係る中期目標（１項目）が「良好」

であることから判断した。

２．各中期目標の達成状況

① 社会との連携、国際交流等に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「社会との連携、国際交流等に関する16 19
目標」の下に定められている具体的な目標（６項目）のうち、４項目が

「良好 、２項目が「おおむね良好」であったことから 「中期目標の達」 、

成状況が良好である」であった。

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、４項目が「良好 、２20 21 」

項目が「おおむね良好」とし、これらの結果を総合的に判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画「魅力ある教育サービスを企画・提供する体制を整備し、広報活動を積極

的に行う」について、生涯学習支援室を設置し、公開講座等のテーマに合った対象者

へ案内を送付するなど、積極的な広報活動を行ったことは、新聞等における公開講座

関連記事が大幅に増加したという点で、優れていると判断される。

○ 中期計画「地域医療連携室の機能を充実させ、地域医療機関との連携を促進する」

について、地域医療連携室の受付時間を延長するなど同室の機能を強化したことによ

り、患者搬送数や紹介患者・逆紹介患者数が平成 年度と比較して 倍に増加した16 1.3
ことは、優れていると判断される。

○ 中期計画「共催のシンポジウム等を企画する」について、近隣の大学との共同事業

として、シンポジウム・研究会等を共催しており、近隣大学との医工連携情報交流会

「健康創造科学研究会」を計 回実施 「都市エリア産学官連携促進事業」において12 、

他大学等と共同で研究成果発表会を計 回実施するなど多数共催していることは、地10
域の大学との連携・支援を積極的に推進しているという点で、優れていると判断され

る。

○ 中期計画「留学生や海外研修生の受入れ促進を図る」について、集中講義・実習も
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含めて大学院講義の英語で行う割合を増加させ、留学生・海外研修生等受入れ数が平

成 年度と比較して 倍に増加したことは、優れていると判断される。16 1.5
（特色ある点）

○ 中期計画「地域の保健・医療・福祉関連人材養成機関や関係者と連携し、教育及び

」 、 、 「 」 、共同研究を行う について 近隣大学 地元企業と連携して 眠りの森 事業を行い

数百名の「スリープマスター」あるいは「睡眠指導士」を養成して認定したことは、

特色ある取組であると判断される。

○ 中期計画「地域の他の中核的医療機関との機能分担・相互協力を検討する」につい

て、滋賀県からの寄附講座「地域医療システム学講座」の開設、草津市小児救急医療

センターをはじめとする小児救急のサポート、産科オープンシステムの導入等、現在

社会問題となっている産科・小児科の地域医療に貢献していることは、特色ある取組

であると判断される。

（２）附属病院に関する目標

教育では、医療研修部を設置し、医療安全と地域医療研修の推進やシミュレーター教

育を推進するなど、地域病院としての役割を果たしている。診療では、機能集約型の病

棟編成による新たな医療体制の構築や、内視鏡を用いた治療法の開発等、先進医療の開

発に取り組んでいる。

今後、低侵襲治療の開発や先進医療を推進させていくとともに、具体的数値目標を設

定した経営戦略の策定等に向けたさらなる取組が期待される。

平成 ～ 年度の実績のうち、下記の事項が される。16 21 注目

（教育・研究面）

○ 世界初の 対応内視鏡や 対応ロボット等の新しい技術を開発し、臨床例へのMR MR
応用を開始する取組を行っている。

○ 滋賀治験ネットワークの登録施設数が増加し、ネットワークを利用した治験が稼働

しており、また、治験コーディネーター育成にも積極的に取り組んでいる。

○ 「看護職キャリアシステム構築プラン（スーパーナース育成プラン 」に選定され、）

看護臨床研修センターを設置、臨床教育看護師（スーパーナース）と新たな新人教育

のためのシステム体制を整備している。

（診療面）

○ 生活習慣病予防センター、脳神経センター等、機能集約型の診療体系を構築し、効

率的で質の高い最先端の医療を提供している。また、化学療法部における化学療法も

プロトコールを標準化させ、治療内容を評価できる管理体制を確立している。

○ 新生児集中治療室( )の増床(６床から９床)、継続保育室( )の増床(４床かNICU GCU
ら６床)、助産師外来、院内助産所の開設等、社会的に要請の強い周産期医療の診療体

制が整備されている。

○ 腫瘍センターに特任教授を招へいし、また、滋賀県がん診療高度中核拠点病院とし
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て、がん化学療法等の治療を充実させた結果、化学療法件数が前年度比 ％増加（平20
成 年度）しており、高度医療の提供に努めている。21

（運営面）

○ 手術運営の効率化による手術件数の増加、クリニカルパスの推進、ベッドコントロ

ール機能の一元管理化等の収益拡大に向けた施策を実施し、附属病院収入を増加させ

ている。

○ 医師不足に陥っていた東近江地区の病院に、平成 年度には新たに内科医４名の医20
師を派遣し、内科の入院受入れや夜間救急医療の再開につなげるなど、地域医療に貢

献している。



- 10 -

Ⅱ．業務運営・財務内容等の状況

（１）業務運営の改善及び効率化に関する目標

①運営体制の改善、②教育研究組織の見直し、③人事の適正化、

④事務等の効率化・合理化

平成 ～ 年度の実績のうち、下記の事項が される。16 21 注目

○ 教職員の人事評価を本格実施し、評価結果を平成 年６月から昇給等の処遇に反映21
しており、評価できる。

○ 事務局制を廃止し、理事直結型の体制を整備するなど組織の決裁・裁量の簡便化を

図り、業務の効率化に努めるとともに、事務組織を見直し、基礎医学事務室と臨床医

学事務室を医学部事務室に統合・一元化し、管理運営組織のスリム化を図っている。

○ 大学の特色を活かせる５項目を重点プロジェクトとして定め、学内外に公表すると

ともに、学長裁量経費を重点的に配分するなど支援を行っている。また、若手教員を

中心とする自由な発想に基づく創造的研究に対し、学長裁量経費による公募型の助成

を実施している。

○ 経営協議会委員からの意見を取り入れ、大学の基本的目標を見直すとともに、四半

期ごとの財務分析について経営効率の観点から人件費、一般管理費及び診療経費が収

益に占める割合の分析や短期運用による資産運用を実施するなど、外部有識者の活用

を行っている。

○ 大学の活性化と学内構成員の意識高揚、スキルアップ及び職員間の情報共有の推進

を目的に業務改善ポスター発表会を実施し、外部委員を含む委員が審査を行うととも

に、新たに大学を支える人材を育むための宿泊研修を実施し、学長、役員及び教職員

が参加し、それぞれの役割を共有し、教職員一丸となり課題に挑戦する土壌を創り出

せるよう、講演・グループディスカッション・全体討論等を行うなどにより、学内相

互理解と業務改善、効率化へつなげている。

○ 若手事務職員を中心とした業務の電子化（効率化）プロジェクトにより、共通テー

マに沿った取組と各課でテーマを設定して、業務の電子化・効率化を推進し、スクリ

ーン会議による会議資料の削減、出張報告書等のウェブサイト掲載・電子化等により

業務時間を短縮している。

○ 教員の流動性を高め大学の活性化を図るため、平成 年度から教員の全職種に任期17
21 94 74制を導入し 平成 年度においては 任期制教員の占める割合が ％に達しており、 、 、

名の任期満了者について再任評価を実施するなど、教員の流動性を高め大学の活性化

を図っている。

○ 女性教員の採用等について、女性の職場環境を考慮した保育所の設置、出産・育児

を担う教職員の勤務形態の工夫・改善等に取り組んでおり、平成 年度の女性教員数21
は 名（対平成 年度比 名増 、女性教員比率は ％（対平成 年度比 ％57 15 17 18.6 15 3.9）

増）となっている。
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【評定】 中期目標の達成状況が非常に優れている

（理由） 中期計画の記載 事項すべてが「中期計画を上回って実施している」又は37
「中期計画を十分に実施している」と認められるほか、教職員の人事評価を

本格実施し、評価結果を処遇に反映させている取組が行われていること等を

総合的に勘案したことによる。

（参考）

平成 ～ 年度の評価は以下のとおりであった。16 19

【評定】 中期目標の達成状況が良好である

（理由） 中期計画の記載 事項すべてが「中期計画を上回って実施している」又は「中期計画37

を十分に実施している」と認められ、上記の状況等を総合的に勘案したことによる。

（２）財務内容の改善に関する目標

①外部研究資金その他の自己収入の増加、②経費の抑制、

③資産の運用管理の改善

平成 ～ 年度の実績のうち、下記の事項が される。16 21 注目

○ 外部資金の獲得に向けて、大型公募事業の情報等の学内周知、産学官連携コーディ

ネータの配置、全教員の研究情報のウェブサイト公開、大学の研究ニーズと企業ニー

ズとのマッチング等に取り組んでおり、平成 年度の受託研究、受託事業及び寄付金21
による外部資金は 億 万円（対平成 年度比３億 万円増 、外部資金比12 3,394 16 4,673 ）

率は ％(対平成 年度比 ％増)となっている。4.4 16 1.4
○ コスト構造改革の取組を実施し、財務状況の改善を行ったことにより、病院収入に

、 （ ） 、関する対策では 保留レセプト 診療報酬明細書 の解消等により収入増効果があり

医療費に関する対策では、削減効果を上げるなど、財務内容の改善に貢献している。

○ 四半期ごとに教育・研究・診療等についての現状分析及び財務状況についてチェッ

クし、放射線管理総合システムの更新、一般教養棟及び講義室の環境整備等、教育・

研究・診療等で生じた課題に対して、総額約４億円の追加配分を行い迅速な対策を講

じるなど、財務データ分析を期中においても活用している。

○ 中期計画における総人件費改革を踏まえた人件費削減目標の達成に向けて、着実に

人件費削減が行われている。今後とも、中期目標・中期計画の達成に向け、教育研究

の質の確保に配慮しつつ、人件費削減の取組を行うことが期待される。

【評定】 中期目標の達成状況が良好である

（理由） 中期計画の記載 事項すべてが「中期計画を上回って実施している」又は26
「中期計画を十分に実施している」と認められ、上記の状況等を総合的に勘

案したことによる。

（参考）



- 12 -

平成 ～ 年度の評価は以下のとおりであった。16 19

【評定】 中期目標の達成状況が良好である

（理由） 中期計画の記載 事項すべてが「中期計画を上回って実施している」又は「中期計画26

を十分に実施している」と認められ、上記の状況等を総合的に勘案したことによる。

（３）自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標

①評価の充実、②情報公開等の推進

平成 ～ 年度の実績のうち、下記の事項が される。16 21 注目

○ 評価作業等に係る作業の効率化・合理化のため、平成 年度に大学独自に開発し試18
行した「目標・計画進捗状況管理システム （進捗ナビ）を活用して、中期計画、年度」

計画の進捗状況の定期的な管理及び年度計画、実績報告書作成等を行うことにより、

評価作業の効率化・合理化及びペーパーレス化に寄与するとともに、システムのノウ

ハウを他機関に情報提供したほか、関係教職員の実務負担が軽減されているなど、効

率化を図っている。

○ 法人評価結果、教員と事務職員の共同で行った 分析、法人化時に策定した長SWOT
期計画に係る事業の中間評価結果及び学内外の意見等を反映して大学の今後 年間の10
進むべき道を示した長期ビジョン「 プロジェクト（案 」を策定するとともに、SUMS ）

第２期中期目標期間での最重要プロジェクトを「 プロジェクト ～次SUMS 2010-2015
世代の人材育成に向って～」として公表するとともに、平成 年度の年度計画策定に22
反映している。

○ 附属病院の患者への満足度調査、学生による授業評価、事務職員の業務に関する満

足度調査、県民アンケート等を実施し、各ステークホルダーからの意見等を大学運営

に活かすとともに、業務改善等に取り組んでいる。

【評定】 中期目標の達成状況が良好である

（理由） 中期計画の記載 事項すべてが「中期計画を上回って実施している」又は10
「中期計画を十分に実施している」と認められ、上記の状況等を総合的に勘

案したことによる。

（参考）

平成 ～ 年度の評価は以下のとおりであった。16 19

【評定】 中期目標の達成状況が良好である

（理由） 中期計画の記載 事項すべてが「中期計画を上回って実施している」又は「中期計画10

を十分に実施している」と認められ、上記の状況等を総合的に勘案したことによる。
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（４）その他業務運営に関する重要目標

①施設設備の整備・活用等、②安全管理

平成 ～ 年度の実績のうち、下記の事項が される。16 21 注目

○ 学内 ( )事業を実施し、平成 年度エネルギー優秀事ESCO Energy Service Company 19
例全国大会（財団法人省エネルギーセンター主催）において 「省エネルギーセンター、

会長賞」を受賞するなど、省エネルギー対策や環境に配慮した取組を継続的に実施し

ており評価できる。その後の成果として、温室効果ガスの排出削減を目的として、基

礎実習棟屋上の太陽光発電設備の増設等の取組を行い成果を上げている。

、「 」○ ５つのコンセプトによる施設マネジメントを掲げ 教員中心から学生中心の大学へ

の転換を図るキャンパス整備事業として、学生支援のために基礎研究棟・基礎実習棟

の便所改修工事、基礎実習棟講義室（講義机を含む）改修及び福利棟屋上の防水改修

工事を実施するとともに、患者中心の診療体制の整備、研究活動の環境整備、地域連

携・産学連携の支援、キャンパスの安全確保に係る事業を計画的に実施している。

○ 衛生管理者、産業医による学内全施設の職場巡視を実施し、安全衛生面の指導を行

うとともに、防災マニュアルの作成、緊急時対応カードを配布するなど不測の事態に

備えた取組を行うなど、緊急事態発生時における連絡体制の周知徹底を図っている。

【評定】 中期目標の達成状況が非常に優れている

（理由） 中期計画の記載 事項すべてが「中期計画を上回って実施している」又は17
「中期計画を十分に実施している」と認められるほか、省エネルギー対策や

環境に配慮した取組が継続的に行われていること等を総合的に勘案したこと

による。

（参考）

平成 ～ 年度の評価は以下のとおりであった。16 19

【評定】 中期目標の達成状況が非常に優れている

（理由） 中期計画の記載 事項すべてが「中期計画を上回って実施している」又は「中期計画17

を十分に実施している」と認められるほか、省エネルギー対策や環境に配慮した取組が

継続的に行われていること等を総合的に勘案したことによる。
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